
領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 東京 都立
国際高等学校

高松美紀 「言語Ａ　日本文学」『日の名
残り』

国際バカロレアコースの「翻訳文学」の授業
で、ディスカッションを通してカズオ・イシグロ
『日の名残り』の読みを深めた実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 愛知 愛知県名古屋市立
菊里高等学校

後藤厚 詩でキャッチボール！―交流
「活動」から「学び」へ―

意図的に〈他者性〉を作り出した中で、宮沢賢
治「永訣の朝」の群読や疑問・感想交換等の
交流活動を行なった授業の報告。

2017/7/10 月刊国語教育研究
No５４３

日本国語教育学
会

実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （私） 愛知 椙山女学園高等学
校

田中洋美 高等学校国語「話すこと・聞く
こと」の授業をどう変えるか

「話すこと・聞くこと」の授業改善として、他者
に「伝わらない」という課題をどう乗り越えるか
を考えることで主体的に取り組ませるという授
業実践。

2019/5/10 日本語学　５月特大
号　第３８巻５号

明治書院 実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 福岡 県立
講倫館高等学校

蒔田智恵 意見を伝え合うことのできる生
徒を育てる国語科学習指導

『羅生門』等の単元において、「意見を伝え合
う力の育成」をねらいとしたアクティブ・ラーニ
ング型授業の実践報告。

2019/6/28 国語研究つくし野第４
２号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 熊本 県立
高森高等学校

金子剛 『聞き手を意識した「話す」能
力の向上を目指して』

ビブリオバトルに取り組むことにより、聞き手
意識したわかりやすい話し方を主体的に身に
付けさせるための授業報告。

2018/10/19 くまもと国語研究紀要
第５２号

熊本県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 鹿児島 県立
志布志高等学校

大迫貴予 目的や場に応じて、効果的に
話したり的確に聞き取ったりす
ること

「水の東西」の教材で、「日本文化について紹
介しよう」という話題でスピーチを行い、教科
横断的な学習を行った実践。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

現代文 （公） 鹿児島 県立
鹿児島中央高等学
校

久保智子 『課題を解決したり考えを深め
たりするための話合い学習』

「羅生門」を教材として、知識構成型ジグソー
法を用いることで考えを広げたり深めたりする
ことをねらいとした授業報告。

国語鹿児島５５ 鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

古文 （公） 長崎 県立
佐世保南高等学校

種川彰子
石橋可巳

『読解を深める話し合い活動
の実践』

古典を素材として書かれている作品から「古
典作品における理想の女性像について話し
合う」授業の実践報告。

2019/3/31 平成３０年度国語研
究第６３号

長崎県高等学校・
特別支援学校教
育研究会国語部
会

実践報告

話すこと・聞
くこと

国語表現 （公） 福島 県立
大沼高等学校

長谷川美穂 主体的で対話的な授業に向け
た取り組み

電話の応答、ブックトークなどの他にディベー
ト、プレゼンテーション等を実施した話し合い
や合意形成の仕方についての実践報告。

2019/3/1 平成３０年度福島県
高等学校国語教育研
究会研究紀要

福島県高等学校
国語教育研究会

実践報告

話すこと・聞
くこと

国語表現 （公） 鹿児島 県立
鹿児島中央高等学
校

坂木正一 収集した情報を分析、整理し
て資料を作成し、自分の考え
を効果的に表現する学習

文化祭の企画書を説明する言語活動を通し
て、「話すこと・聞くこと」の経験や方法として
の「知」を学ぶことを意図した実践。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

その他 （私） 東京 早稲田大学高等学
院・中等部

美谷島秀明 説得力のある発表内容を考え
る授業の構想

「知られざる平成の大事件」というテーマでの
発表内容を検討することで、「伝え合う」ことを
意識させる授業の実践案。

2019/9/10 日本語学　第３８巻９
号

明治書院 その他

話すこと・聞
くこと

その他 （私） 石川 北陸学院高等学校 遠藤良幸 研究発表②「電子黒板を用い
た現代文（評論）の授業展開
について」

電子黒板とデジタル教科書、教員タブレット、
論理エンジンなどを用いたディベートによる教
科横断的協働学習の研究発表。

2018/3/1 平成２９年度国語研
究第５５号

石川県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

【話すこと・聞くこと】

執筆者の所属
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領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

話すこと・聞
くこと

その他 （公） 大分 県立
佐伯鶴城高等学校

川津崇志 「話すこと・聞くこと」の授業に
おける教材としてのコンセンサ
ス・ゲーム

企業研修やグループエンカウンターで用いら
れるコンセンサス・ゲームを、「話すこと・聞くこ
と」の教材として活用した授業の実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

その他 （公） 大分 長崎県立
佐世保南高等学校

種川彰子 読解を深める話合い活動の実
践

言語活動を通して、古典に対する興味・関心
を広げることを主眼とした「古典Ｂ」「国語総
合」における授業の実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

話すこと・聞
くこと

その他 （公） 大分 佐賀県立
佐賀農業高等学校

藤田佳子 『国語総合』を用いたクリティカ
ル・シンキング力を育成するカ
リキュラム開発

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）に
指定された平成２８年度から平成２９年度まで
の『国語総合』における実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

書くこと 現代文 （公） 神奈川 県立
津久井浜高等学校

稲﨑由依 生徒の「書くこと」に対する思
いにどう応えるか

生徒が得意とする「簡潔さ」を生かした文章指
導から、「表現する面白さ」を体感させる取り
組みの実践報告。

2019/3/10 日本語学　３月号　第
３８巻３号

明治書院 実践報告

書くこと 現代文 （公） 石川 県立
松任高等学校

田中直哉 『書く力の育成を狙った国語科
の組織向上に関する研究発
表』

評論を教材にして書くことにより思考力を深め
る授業と３年間の見通しを持った指導計画の
報告。

2019/3/1 平成３０年度国語研
究第５６号

石川県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと 現代文 （公） 石川 県立
鶴来高等学校

能美仁 公開授業『世間とは何か』 二項対立の文章から、論の構成や展開を捉
えさせるとともに、ＰＤＣＡを意識した表現の仕
方や資料作成の方法について考察する授業
実践。

2018/3/1 平成２９年度国語研
究第５５号

石川県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと 現代文 （公） 兵庫 県立
川西明峰高等学校

瀧口梓 クリティカルシンキング～新聞
を使った批判的読みと表現～

クリティカルシンキングを養うため朝日新聞
「天声人語」と神戸新聞「正平調」、読売新聞
「編集手帳」を通した実践例と研究授業。

2018/3/31 兵庫國漢　第六十四
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

研究協議
会・分科会
発表

書くこと 現代文 （私） 福岡 福岡女学院中学
校・高等学校

谷口奈々美 「俳句でアクティブターニン
グ！」実践報告

中学三年生のクラス句会の実践報告。句会
の手順、ワークシート、生徒作品、句会結果、
評価までを掲載。

2018/6/29 国語研究つくし野第４
１号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

書くこと 現代文 （公） 熊本 県立
阿蘇中央高等学校

森塚仁 『社会的問題の探求と評論文
学習を基にした「書くこと」の指
導』

新聞スクラップと構成メモの作成を基に、評論
教材と繋ぎ合わせて、小論文を作成する指導
を行た授業の報告。

2018/10/19 くまもと国語研究紀要
第５２号

熊本県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと 現代文 （公） 大分 福岡県立
明善高等学校

椛島貴子 「主体的・対話的」で「深い学
び」を目指す「話し合い活動」
と「書くこと」の授業の工夫

「話合い活動」を通して行う「書く」授業の提
案。詩や説明的文章、評論文を素材として、
根拠に基づいた意見、要約、要旨を書かせ
る。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

執筆者の所属

【話すこと・聞くこと】

執筆者の所属

【書くこと】
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領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

書くこと 古文 （公） 大分 熊本県立
天草高等学校

竹嶋麻衣 作者に共感しながら文章書く
ことで、読みを深める古文指
導の実践

『枕草子』『蜻蛉日記』をそれぞれ深く読解し、
生徒に共感する体験をさせた上で、作者にな
りきって手紙を書かせた授業の実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと 漢文 （公） 栃木 県立
茂木高等学校

伊澤亮平 古典学習と実生活をつなげる
―漢文読解から意見文へ―

孟子「性善説」と荀子「性悪説」の内容を比較
して読み、意見文を書くことで、生徒と古典と
の距離を縮めることを目指した実践報告。

2017/6/10 月刊国語教育研究
No５４２

日本国語教育学
会

実践報告

書くこと 国語表現 （公） 滋賀 県立
栗東高等学校

三木由美子 よりよい社会にするために 「SDGｓ」に対する理解を深めるとともに、「ま
わし読み新聞」の作成を通して、国語の力を
伸ばすことを目指した実践。

2019/3/15 滋高国研会誌　６６号 滋賀県高等学校
国語教育研究会

実践報告

書くこと 国語表現 （公） 長崎 県立
国見高等学校

黒田晃子
坂本すみれ

『書く力の向上を目指して』 話すことと聞くことを書くことにつなげ、他者の
意見を参考にして詩文の意見を構築していく
力をつけさせようとした授業報告。

2019/3/31 平成３０年度国語研
究第６３号

長崎県高等学校・
特別支援学校教
育研究会国語部
会

実践報告

書くこと 国語表現 （公） 大分 鹿児島県立
大島高等学校

立和名猛 相手を意識して適切に説明す
る力を育成する

部活動や趣味等に係る特殊な用語を説明さ
せることを通して、相手を意識して適切に説明
する力を身に付けさせようとした授業の実践
報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと その他 （公） 福島 県立
本宮高等学校

和合亮一 国語実践（選択コース）の創作
などの取り組みについて

詩を書くことを通して、自分の感覚・感性を育
てるとともに、グループ学習を取り入れること
で楽しく書けることを目指した授業実践。

2019/3/1 平成３０年度福島県
高等学校国語教育研
究会研究紀要

福島県高等学校
国語教育研究会

実践報告

書くこと その他 （私） 埼玉 西武学園文理中学
校・高等学校

笠原諭 『高校における「主体的な書き
手」の育成を目指した学習指
導の工夫』

古典エッセイを書くことで、古典に親しむこと
や各能力を高めることを目指した授業の報
告。

2017/11/10 月刊国語教育研究
No５４７

日本国語教育学
会

実践報告

書くこと その他 （公） 埼玉 県立
川越女子高等学校

皆川裕紀 高等学校実践例「日常的に書
くこと」

現代文授業レポートや古典新聞制作、新聞ス
クラップノート等を通して主体的に考え表現す
ることに取り組ませた実践報告。

2019/9/10 日本語学　第３８巻９
号

明治書院 実践報告

書くこと その他 （私） 東京 学習院女子中・高
等科

山本健太 帯単元「引用ノート」の取り組
み

論説文を日ごろ読まない生徒たちに対する評
論文・論説文を詠んで目に止まった言葉を書
き抜く記録ノート作成の授業実践。

2017/9/10 月刊国語教育研究
No５４５

日本国語教育学
会

授業実践

書くこと その他 （私） 石川 遊学館高等学校 中村ゆかり 研究発表①「アクティブラーニ
ングの取り組みについて」

国語表現では一枚の写真の情報を整理して
相互評価を行い、国語総合の漢詩では主体
的な読み取りを行った研究発表。

2018/3/1 平成２９年度国語研
究第５５号

石川県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

書くこと その他 （公） 鹿児島 県立
国分高等学校

木下景介 『文章を俯瞰的に読解及び論
述するための指導法の研究と
実践報告』

文章の「型」を活用することで、俯瞰的な視点
で文章を読み、文章の読解や論述の力が向
上することを目指した研究報告。

国語鹿児島５５ 鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

論文

書くこと その他 （公） 鹿児島 県立
大島高等学校

立和名猛 高等学校における「書くこと」
の実際と指導の工夫

「新書」を活用したレポートや「用語」の説明文
を書かせ、「論理的な文章」を書くための諸要
素を指導した授業の報告。

2019/3/10 日本語学　３月号　第
３８巻３号

明治書院 実践報告

【書くこと】

執筆者の所属

3 



領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

読むこと 現代文 （公） 北海道 函館商業高等学
校・定時制

長沢元子 読書経験が少ない生徒のた
めのフレームリーディング

読書経験が少ない生徒のために、フレーム
リーディングを活用して、読みに基礎力を養う
授業の実践報告。

2017/5/10 月刊国語教育研究
No５４１

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
今市特別支援学校

津久井秀一 中島敦『山月記』をめぐる<感
想>-小説安定教材のクリティ
カル・ポイント（Ⅴ）-

中島敦『山月記』の物語中の時間や「李徴」の
行動、「袁傪」との対話を通して「『李徴』は変
わりうるのか」についての考察。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

論文

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
那須高等学校

津村愛 「道程」と「夢十夜」～作品中
の言葉を置き換えて原典と比
較することで、表現の効果に
ついて考える取り組み～

「道程」と「夢十夜」の両作品中の言葉を置き
換えて比較することで表現の効果を理解し、
作品の主題や世界観を読み取る授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

論文

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
宇都宮商業高等学
校

中村美絵 「こころ」～物語を読む範囲を
広げ、比較することにより登場
人物への理解や考察を深める
～

物語「こころ」の構成を理解し、登場する人物
の性格や場面に応じた心情について読み取
り、人間の姿について考察する授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
日光明峰高等学校

桐村健 「こころ」～Ｋの場面心理を考
え、クラスでＫの「遺書」を作成
する～

登場人物の言動や前後の描写をもとにＫの
心理を考え、Ｋがどのような心理を経て、自殺
に至ったかを捉える。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
石橋高等学校

国谷裕子 評論の指導～「東大読書」を
参考にして～

自分の中で問いを立て、その答えを探し続け
ることで内容を読み取る。装丁読み、仮説作
り、取材読み、追求読みなどの授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
小山高等学校

池田智子 <読み継がれる自分語り>とし
ての『舞姫』～ドイツ「言語技
術」教育を援用して～

文章『舞姫』を読んで、書き手の意図や人物、
状況、心情の描写、構成、展開、要旨などを
的確に捉える授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
栃木女子高等学校

上田晃 学び合いを通して自分の読み
を深める『夢十夜』「第一夜」の
授業実践～知識公正型ジグ
ソー法の型を基に～

自分たちが設定した課題について探求し、他
者に教え、他者から学ぶ学び合いを通して作
品理解を高める授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 栃木 県立
大田原高等学校

川上貴治 言語活動「情報を読み取る」～
情報の読解・推論・探究を通し
て生徒が主体的に課題を発見
する能力を育成する～

図表から読み取ったことを検討して自己の考
えをもち、根拠を明確にするとともに論理展開
を工夫して意見を述べる授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 埼玉 県立
板戸高等学校

弓削田恵理 論理力育成の試み～次期学
習指導要領に向けて～

1年生を対象に、逆説構造を理解させることを
目標として行った論理力育成の試み。論理ト
レーニングと新形式問題を取り入れる。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 東京 都立
八王子東高等学校

大塚香 『夢十夜』から問いを立てる 文学作品を「考えながら読む」という観点か
ら、夏目漱石『夢十夜』「第一夜」を教材とし、
班で「問い」を立て検討させた実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 現代文 （私） 東京 早稲田中学校・高
等学校

中田精 『「城崎にて」について、フィジ
カルシアターで明らかになった
こと』

フィジカルシアター（演劇的手法）によって、小
説の理解を深める取り組みの成果と課題に
ついての報告。

2017/11/10 月刊国語教育研究
No５４７

日本国語教育学
会

実践報告

【読むこと】

執筆者の所属

4 



領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

読むこと 現代文 （国） 東京 東京大学教育学部
付属中等教育学校

大井和彦 言語生活から言語文化を考え
る

「近代の短歌・俳句を自分の生活実感を基に
解釈してみよう」という単元を設定し、言語生
活と言語文化の密着性を感じ取る実践。

2018/2/10 月間国語教育研究
No５５１

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 岐阜 県立
可児高等学校

中溝啓文 メタファー（隠喩）を〈読む〉能
力を育成する学習活動

羅生門を教材に、課題発見型学習の定着とメ
タファー（隠喩）を読む能力の伸長を主眼とし
た実践の報告。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 静岡 県立
富士高等学校

稲葉絵美 研究授業「身体、この遠きも
の」鷲田清一

「文章から必要な情報を読み取り、取捨選択
してまとめる」言語活動を、個人学習とグルー
プ学習を通じて行なった授業の報告。

2019年 平成３０年度　静岡県
高等学校国語研究会
会報

静岡県高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 現代文 （私） 愛知 椙山女学院高等学
校

田中洋美 「表現に即して読み味わう」実
践報告。

主体的・対話的に学び続けるために必要な資
質・能力の育成を目指した「羅生門」と『今昔
物語集』の比べ読みを行う授業の実践報告。

2017/4/10 月刊国語教育研究
No５４０

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 大阪 大阪教育大学附属
高等学校
天王寺校舎

河田良子 「ローカル」な文章を、「グロー
バル」な論理で読む

論理構造をとらえて論理的文章を読み、筆者
の「問い」と「答え」にせまることで「グローバ
ル」に読む指導の実践報告。

2017/6/10 月刊国語教育研究
No５４２

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 現代文 （私） 兵庫 白陵高等学校 『無用の人』における父と娘の関係、娘の内
面的な変化を、「父」の愛読書である『茶の
本』を中心に読み解く。

2019/3/31 兵庫國漢　第六十五
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

論文

読むこと 現代文 （公） 兵庫 県立
八鹿高等学校

齋賀万智 比べ読みをを通して、多角的
な視点を身につけよう

清岡卓行「ミロのヴィーナス」と同じく清岡卓行
の「勝利の羞恥と儚さ」と比べ読みし、多角
的・多面的なものの見方を養う授業実践。

2019/3/31 兵庫國漢　第六十五
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

授業実践

読むこと 現代文 （公） 兵庫 県立
西宮北高等学校

上田未来 ＡＬで読む『こころ』～質問作成
による、主体的読みの試み～

生徒に主体的に読みを深めるため、「こころ」
を班ごとに分けて精読させるため質問を作成
する授業実践。

2018/3/31 兵庫國漢　第六十四
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

研究協議
会・分科会
発表

読むこと 現代文 （公） 広島 県立
三次高等学校

辻尚実 主体的な学びを促す「読むこ
と」の授業づくり

学習者の「読み」を字面だけの表面的な理解
に留めず、筆者のものの見方や考え方にまで
深めて考えさせることを目指した実践報告。

2019/3/31 研究紀要（年報）６０ 広島県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 広島 県立
神辺高等学校

門田麻希 「主体的な学び」を促す授業づ
くり

自己評価シートを活用した授業の実践報告。
生徒が主体的に学び、作品の解釈にとどまら
ず、作者の考えに触れることを目標として行
う。

2019/3/31 研究紀要（年報）６０ 広島県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 福岡 県立
福岡高等学校

深江一美 協同的な学習を通した「読む
こと」の実践

グループディスカッション、フィッシュ・ボウル・
ルーブリック・ＫＰ法の活用等を用いた３年間
にわたる授業実践報告。

2018/6/29 国語研究つくし野第４
１号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

読むこと 現代文 （私） 長崎 長崎女子商業高等
学校

中村文子
森孝行

『読むことを通して養う考える
力』

評論を教材に、人間関係を抽象的に捉え、他
者を客観的な視点から観察することができる
力を身に付けさせようとした授業報告。

2019/3/31 平成３０年度国語研
究第６３号

長崎県高等学校・
特別支援学校教
育研究会国語部
会

実践報告

【読むこと】

執筆者の所属
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読むこと 現代文 （公） 大分 県立
別府鶴見丘高等学
校

山本悟史 「重ね読み」によって思考力、
判断力を促す、小説『夏の花』
の実践

「重ね読み」や知識構成型ジグソー法を活用
しながら、学習者の思考力、判断力を促し「振
り返り」を記述させる実践。

2018/3/10 月間国語教育研究
No５５１

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 現代文 （公） 鹿児島 県立
開陽高等学校

近藤美希 単位制高校における現代文Ａ
の授業実践

東西文化を比較した評論と身近な昔話を読み
比べることで、主体的に文章を読むことで、国
語の向上を図る実践。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと 古文 （公） 福島 県立
白河高等学校

菜花美香 「深い学び」を目指す古文の授
業づくり

生徒の学力等に応じた学習意欲の向上させ、
読んだ内容をもとに考えを深めさせ、自分の
ことばで表現させる実践報告。

2019/3/1 平成３０年度福島県
高等学校国語教育研
究会研究紀要

福島県高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 古文 （公） 福島 県立
湯本高等学校

関成利 実態を鑑みた主体的・対話的
で深い学びの実現に向けた授
業改善

古文を教材に使用し、「ＡＬ型授業の教材準備
に時間をなるべくかけない」「教員側が取り組
みやすい」授業の実験的実践報告。

2019/3/1 平成３０年度福島県
高等学校国語教育研
究会研究紀要

福島県高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 古文 （公） 栃木 県立
足利高等学校

飯村裕樹 「桐壺更衣を追い詰めたのは
誰か」

「ジグソー学習」を仕掛けとして導入し、古典
作品に描かれる人物や思想に触れ、作品を
より深い理解や考えの深化を目指した授業の
実践報告。

2018/1/10 月刊国語教育研究
No５４９

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 古文 （公） 栃木 県立
栃木女子高等学校

阿部健治 明石一族の野望-こうも読める
か『源氏物語』

明石一族の「一族の血を皇統に反映させる」
野望がどのように達成されようとしていたかに
ついて着目し『源氏物語』を読み解く考察。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

論文

読むこと 古文 （公） 栃木 県立
栃木高等学校

井上孝志 『徒然草』「花は盛りに」～関連
する資料を通して作品を深く
読み味わう～

論旨の異なる文章「花は盛りに」と「玉勝間」を
読み比べ、「散る桜を詠んだ和歌」を参考に書
き手の意見を捉える授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 古文 （公） 栃木 県立
那須拓陽高等学校

澤下恵美 『大鏡』「三船の才」～関連す
る作品を読み比べ、相違点を
もとに作者の意図を考える～

『大鏡』「三船の才」と、『拾遺和歌集』『公任
集』『古事談』の関連項目を読み比べ、相違点
をもとに作者の意図を考える授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 古文 （公） 東京 都立
南多摩中等教育
学校

丹藤夢子 『伊勢物語』との比べ読みから
『源氏物語』を理解する

『源氏物語』「小柴垣のもと」を『伊勢物語』初
段との比べ読みから理解し、読みを深めるこ
とをねらいとした授業の実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 古文 （公） 神奈川 県立
多摩高等学校

石原徳子 韻文の「内容の理解」をめざし
た授業実践

古典の「うた」に触れて、「古代人の高揚を追
体験できないか」といことから着想した授業報
告。百人一首の「歌物語」、漢詩を五文字で要
約する等。

2017/12/10 月刊国語教育研究
No５４８

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 古文 （公） 静岡 県立
浜松西高等学校

諸冨亜理子 研究授業『伊勢物語』「筒井
筒」

登場人物が置かれた状況や心情をとらえ、考
察を深めた上で古典を現代の物語に書き換
えるという言語活動の実践報告。

2019年 平成３０年度　静岡県
高等学校国語研究会
会報

静岡県高等学校
国語教育研究会

実践報告

読むこと 古文 （私） 京都 東山中学校・高等
学校

柴田昌平 和歌を読む力を段階的に伸ば
すための授業構想。

「類比性」と「対比性」に着眼した読み方、問題
解決的読み等様々な方法を用いた和歌学習
の授業構想。

2017/5/10 月刊国語教育研究
No５４１

日本国語教育学
会

論文

【読むこと】

執筆者の所属
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読むこと 古文 （私） 兵庫 報徳学園高等学校 上田篤志 『古典を題材にした論理的読
解力の育成』

絵巻を分析させることで、「自分が気になった
所が知りたいために古文を読む」という主体
的な学習につなげた授業報告。

2017/11/10 月刊国語教育研究
No５４７

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 古文 （公） 兵庫 県立
須磨東高等学校

小池康明 須磨の巻の地理的表現につ
いて

『源氏物語』における「須磨」について、考古資
料や民俗資料、数学的手法等と用いて地理
的な作品世界の復元を行う。

2019/3/31 兵庫國漢　第六十五
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

論文

読むこと 古文 （私） 福岡 福岡常葉高等学校 向井克年 古典教育から見える新しい学
力観への問い

『徒然草』第三十二段「九月二十日ころ」の読
解を通して、批評的態度と観照的態度とを学
ぶことを主眼とした授業の実践報告。

2018/6/29 国語研究つくし野第４
１号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

読むこと 古文 （公） 福岡 県立
北筑高等学校

黒岩淳 「湯山三吟百韻」の学習指導 連歌の模範的作品である「湯山三吟百韻」の
鑑賞を通じて連歌の本質的な面白さを実感さ
せる授業の実践報告。

2017/4/10 月刊国語教育研究
No５４０

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと 古文 （公） 熊本 県立
天草高等学校

竹嶋麻衣 『作者に共感しながら主体的
に読む姿勢を育むための古文
指導の実践』

ホットシーティングやマイクロディベートを通し
て、古典に対する関心を深め、主体的に読む
姿勢を育もうとした授業の報告。

2018/10/19 くまもと国語研究紀要
第５２号

熊本県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと 古文 （公） 鹿児島 県立
加治木高等学校

鮫島裕之 山本敦子説（背景知識）を利
用して古典作品の読みの再構
築を図る指導

「紫式部日記」「蜻蛉日記」「源氏物語」という
関連する教材配置を得て、平安時代の常識
に照らした背景理解に基づく読みの実践。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと 古文 （公） 鹿児島 県立
徳之島高等学校

前田寛明 話す活動・聞く活動の充実に
よる古典Ｂの授業の活性化

これまで取り組んだペア学習やグループ学習
をさらに充実させ、一対多数の活動（発表）に
より、古典Ｂの授業を活性化させる実践。

2017/10/20 国語科指導方法研究
会実践論文集録（第
３０次）

鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと 漢文 （公） 栃木 県立
佐野高等学校

宇賀神茜 漢文「鴻門之会」心の声を補っ
たペープサートの実践～人物
造形に焦点を当てって～

人物造形や場面展開をワークシートを用いて
人物考察などを行い、的確に捉えて作品の価
値を考察する授業実践。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

実践報告

読むこと 漢文 （公） 栃木 県立
真岡北陵高等学校

篭島千裕 教える楽しみ・教わる楽しみ-
漢文訓読の導入で問題演習-

漢文訓読をする際、グループ活動によって教
え合う手法を取り入れた授業実践。

2017/8/10 月刊国語教育研究
No５４４

日本国語教育学
会

授業実践

読むこと 漢文 （私） 埼玉 狭山ヶ丘高等学校 樋口敦士 「対話的な学び」に着目した史
伝教材の活用

『史記』「鴻門之会」「四面楚歌」の学習におい
て、「対話的な学び」を通して短評（論賛）を作
成し、読みを深める授業の実践報告。

2018/12/10 日本語学　第３７巻１
３号

明治書院 実践報告

読むこと 漢文 （公） 大分 沖縄県立
石川高等学校

翁長陽一 漢字の表意性熟語の意味に
着目した漢文訓読入門の工夫

生徒にとって身近な漢字素材を活用して、「読
むこと」の土台となる確かな知識・理解の習得
を目指した実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと その他 （公） 茨城 県立
並木中等教育学校

鈴木康弘 古典に対する学習意欲を喚起
するための単元学習－親子
関係を再認識することを中心
として－

古典が自らの実生活に生かせるものだという
認識を学習者にもたせることにより、学習意
欲を喚起させようとした授業の実践報告。

2017/12/10 月刊国語教育研究
No５４８

日本国語教育学
会

実践報告

【読むこと】

執筆者の所属
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読むこと その他 （公） 栃木 県立
さくら清修高等学校

若杉俊明 高等学校で古典を学ぶことの
意義や価値を実感できる指導
へ

複数の作品を読み比べることで、分析的な思
考を促し、「古典」の価値や現代に通じるテー
マに迫ろうとした授業の実践報告。

2018/1/10 月刊国語教育研究
No５４９

日本国語教育学
会

実践報告

読むこと その他 （公） 埼玉 県立
草加高等学校

水戸明香里 基礎学力の定着と主体的に学
べる授業づくりを目指して

国語総合における基礎学力の定着と、生徒
が主体的に考える時間を多く設け、生徒の理
解の深化を目指した取組の報告。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

実践報告

読むこと その他 （公） 岐阜 県立
可児高等学校

中溝啓文 『複数のテクストの読み取りを
統合する学習活動』

複数の物語を一つに再構成する活動を通し
て、それぞれの立場に立ち、テクストの関連を
理解させる授業の報告。

国語鹿児島５５ 鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと その他 （公） 鳥取 県立
鳥取緑風高等学校

梶川誠 「作品との対話」で目指す豊か
な読み

文学作品との対話を通して学習者が自己世
界の揺らぎを得るよう、人物像の考察や疑問
点を交流によって共有・深化させる授業実
践。

2017/8/10 月刊国語教育研究
No５４４

日本国語教育学
会

授業実践

読むこと その他 （公） 岡山 県立
勝山高等学校蒜山
校地

内田浩文 高等学校の授業は変わるの
か？－新学習指導要領が求
める高等学校国語の「読むこ
と」の授業―

現代の国語教育においては文学を「読み浸
る」時間を授業内に確保し、その思考のプロ
セスを共有することが必須であるという論文。

2019/5/10 日本語学　５月特大
号　第３８巻５号

明治書院 論文

読むこと その他 （公） 広島 広島大学大学院教
育学研究科

山本隆春 作品と対話する授業の創造 「作品と対話する」ことを、平田オリザの言葉
を引用しながらのその意味と実践方法につい
ての考察。

2017/8/10 月刊国語教育研究
No５４４

日本国語教育学
会

論文

読むこと その他 （公） 大分 県立
中津南高等学校

西田圭介 対話的な学びを通して「読む
能力」を育成するための効率
的な学習指導及び学習評価
の工夫改善についての研究

協働性を重視した言語活動や工夫改善した
評価の導入による学習指導の成果と課題を
報告する。国立教育政策研究所の教育課程
研究指定事業。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと その他 （公） 大分 宮崎県立
宮崎商業高等学校

尾﨑南 読むことと生徒の日常性をつ
なげる表現活動の研究

「読むこと」から「問い」を設定して行う他者と
の対話によって、生徒の自己認識に変容をも
たらすことを目指した実践報告。

2019/5/15 国語大分第６３号 大分県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

読むこと その他 （公） 鹿児島 県立
大島高等学校

立和名猛 『「初発の感想」を生かした授
業実践」

初発の感想を用いることによって、様々な差
異に着目させ、深い学びへを実現させる授業
の有効性をまとめている。

国語鹿児島５５ 鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

読むこと 現代文・漢文 （私） 福岡 福岡女学院中学
校・高等学校

谷口奈々美 看図アプローチ・読み研三読
法による読解指導

「看図アプローチ」と科学的読み方研究会方
式の「三読法」を使用した魯迅の小説『故郷』
と『史記』「鴻門之会」の授業の報告。

2019/6/28 国語研究つくし野第４
２号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

その他 現代文 （私） 東京 日本大学第二
中学校・高等学校

金巻秀樹 日常の中から言葉を紡ぎ出す ブレインストーミングによる日常の振り返りか
ら題材を決め、そこから浮かぶ言葉を使い短
歌創作をするという単元指導報告。

2017/7/10 月刊国語教育研究
No５４３

日本国語教育学
会

実践報告

執筆者の所属

【読むこと】

【その他】

執筆者の所属
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その他 現代文 （公） 東京 都立
戸山高等学校

美田恵 段階をふんだアクティブ・ラー
ニング

生徒の状況に合わせて少しずつやり方を変え
ることで、深い学びをさせることをねらいとした
アクティブ・ラーニングの実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

その他 現代文 （公） 静岡 県立
静岡高等学校

後藤啓介 言語活動（辞書を使ったゲー
ム）「たほいや」

辞書を使ったゲーム「たほいや」を通じて、勝
つための表現などを考えさせる授業の報告。

2019年 平成３０年度　静岡県
高等学校国語研究会
会報

静岡県高等学校
国語教育研究会

実践報告

その他 現代文 （公） 熊本 県立
鹿本高等学校

藤本絢也 『絵文字を用いた小説読解の
試み』

小説の登場人物の台詞に付けさせた絵文字
に込められた心情を言葉で説明することで、
表現する力を育む授業の報告。

2018/10/19 くまもと国語研究紀要
第５２号

熊本県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

その他 古文 （公） 東京 都立
井草高等学校

古屋明子 評価に着目したアクティブ・
ラーニング

昔話「かぐや姫」と『竹取物語』の違いを考え
る活動の中で、生徒に評価基準を知らせた上
で共同学習を行なった授業の報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

その他 古文 （公） 熊本 県立
阿蘇中央高等学校

後藤智子 『「思考力、判断力、表現力
等」の育成』

百人一首を物語に書き換える学習によって、
生徒の表現力と思考力、判断力を養わせる
授業の報告。

2018/10/19 くまもと国語研究紀要
第５２号

熊本県高等学校
教育研究会国語
部会

実践報告

その他 漢文 （公） 群馬 県立
太田フレックス高等
学校

木村一弘 『３ステップ方式で基礎・基本
の定着を図る漢文入門期の指
導』

全体・ペア・個別の３ステップを取り入れた再
読文字の学習における授業報告。

2017/11/10 月刊国語教育研究
No５４７

日本国語教育学
会

実践報告

その他 国語表現 （公） 埼玉 県立
松山女子高等学校

寺長根真希
子

広告のしかけを読み取ろう グループワークを取り入れて、身近な広告を
題材に、画像とコピ―による「しかけ」を読み
解かせようとした授業の実践報告。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

実践報告

その他 国語表現 （公） 埼玉 県立松山高等学
校、他６校

浅見和寿、
他６名

学校間連携で行う俳句の学習
－ＩＣＴを活用したオンライン授
業の可能性－

異なる学習背景をもつ生徒たちが、遠隔地に
いながら、ＩＣＴを活用することで対話を行い、
互いに学び合うことを目指した授業の実践報
告。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

実践報告

その他 国語表現 （公） 愛媛 県立
松山東雲高等学校

工藤恵美子 主体性を育むための表現活
動

国語の四領域に関するアンケートを基に
PDCAサイクルの流れを授業に取り入れ、生
徒の意欲や主体性を高める実践。

2018/12/21 愛媛国文研究　第６８
号

愛媛国語国文学
会

実践報告

その他 国語表現 （私） 鹿児島 ラ・サール中学校
・高等学校

西本志織 『語彙力を充実させるための
工夫』

発達段階と生徒の現状に応じて語彙学習を
ステップアップさせる授業の紹介。

国語鹿児島５５ 鹿児島県高等学
校教育研究会国
語部会

実践報告

その他 その他 （公） - 文部科学省 大滝一登 高大接続改革の進捗状況に
ついて

高大接続改革や、大学入学者選抜、国語の
記述式問題モデル例についての発表。

2017/9/10 月刊国語教育研究
No５４５

日本国語教育学
会

論文

その他 その他 （公） 宮城 宮城教育大学 児玉忠 「主体的」がもつ意味合いと
「考えの形成」の位置付け

「主体的な学び」と「考えの形成」の意味合い
と位置づけを中教審の答申や文科省の文書
をもとにした考察。

2017/9/10 月刊国語教育研究
No５４５

日本国語教育学
会

論文

【その他】

執筆者の所属

9 



領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

その他 その他 （公） 茨城 筑波大学 長田友紀 対話的な学びを勧めるための
ポイントー主体的・対話的・深
い学びの関連づけー

「主体的・対話的・深い学び」の定義とその関
連付けについての考察。

2017/9/10 月刊国語教育研究
No５４５

日本国語教育学
会

論文

その他 その他 （公） 栃木 県立
小山西高等学校

澤村茂樹 国語の四技能 国語科における「話す・聞く」活動の必要性、
四技能の観点を取り入れた授業活性化、教
育工具としてのスマホの可能性の考察。

2019/3/31 国語　教育と研究
第五十八号

栃木県高等学校
教育研究会　国語
部会

論文

その他 その他 （公） 埼玉 県立
吉川美南高等学校

菅原俊 対話的授業に向けた音読の
実践

対話的な学び合いの第一歩として、多様な学
習背景から「声」を出したがらない生徒に対し
て行われた、音読に係る授業の実践報告。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

実践報告

その他 その他 （公） 埼玉 県立
松山高等学校

田中良彦 太宰治伝記ノート－旧制弘前
高等学校時代における－

太宰治（津島修司）が旧制弘前高等学校合格
を知り得たときのこと、芥川龍之介の講演を
聞いたか否かという問題について述べる。

2019/3/31 研究収録第５９号 埼玉県高等学校
国語科教育研究
会

論文

その他 その他 （公） 東京 都立
向丘高等学校

倉部康 研究授業が楽しみになる授業
検討会の探究

対話型授業検討会の発想を活用し、実際の
研究授業後の検討会をより有効な形で実施し
ようとした実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

その他 その他 （公） 東京 都立
八王子拓真高等学
校

石井陽 新学習指導要領を踏まえた授
業デザイン

「学習の見通し」と「振り返り」といった単元に
おける学習の流れを明らかにして生徒に示す
「学びのプラン」を活用した実践報告。

2019/3/31 研究紀要　第五十七
集

東京都高等学校
国語教育研究会

実践報告

その他 その他 （公） 東京 都立
国際高等学校

高松美紀 『「世界俳句」を通して生徒が
主体的に考える言語文化活動
の実践』

俳句の鑑賞、論評、翻訳などを通して、生徒
が言語文化に対して主体的に自分の判断や
見解を示すことをねらいとしあ授業報告。

2017/11/10 月刊国語教育研究
No５４７

日本国語教育学
会

実践報告

その他 その他 （公） 東京 都立
広尾高等学校

佐藤和彦 高等学校国語科とカリキュラ
ム・マネジメント

新旧の学習指導要領に触れながら、高等学
校国語科に求められるカリキュラム・マネジメ
ントについて具体的に考察する。

2017/12/10 月刊国語教育研究
No５４８

日本国語教育学
会

論文

その他 その他 （公） 岐阜 岐阜県中津川市立
阿木高等学校

宮武里衣 学校設定科目での取り組み 中学校での学び直しを目的に入学する生徒
が多い昼間定時制高校での学校設定科目
「カルチベーション」の実践。

2018/3/10 月間国語教育研究
No５５１

日本国語教育学
会

実践報告

その他 その他 （私） 愛知 椙山女学園高等学
校

田中洋美 「思考力・判断力・表現力等」
を総合的に育成する

三領域の能力を「総合的に育成する」ことを具
現化する手立てを、各領域の体系性・系統化
及び領域相互の関連を中心に考察した論
文。

2019/9/10 日本語学　第３８巻９
号

明治書院 論文

その他 その他 （公） 兵庫 県立
伊丹高等学校

川村　道雄 アチーブメントテストを振り返っ
て

兵庫県高等学校教育研究会国語部会が行っ
ている高校１・２年生対象のアチーブメントテ
ストの作成報告、及び結果報告。

2019/3/31 兵庫國漢　第六十五
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

論文

その他 その他 （公） 兵庫 県立
三田星陵高等学校

上月さやこ グループ学習を活用した授業
デザイン～協働学習の視点か
ら効果的なグループ活動を考
える～

「アクティブ・ラーニング」の視点を踏まえた授
業改善を目指して、より効果的なグループ活
動、「講義+ＡＬ型授業」の授業実践と考察。

2018/3/31 兵庫國漢　第六十四
号

兵庫県高等学校
教育研究会国語
部会

研究論文・
研究発表

【その他】

執筆者の所属

10 



領域の分類 教材の分類  氏名 タイトル 内容 発行年月日 収録冊子名 冊子発行者 記事の分類

その他 その他 （公） 奈良 県立
畝傍高等学校

浦井康 鷗外の奈良便り 鷗外が奈良に関わる中で残した書簡を中心と
するテキストと、和辻哲郎等、他の作家のテ
キストを比較することで鷗外の関心のあり方
を述べる。

2019/3/31 まほろば６２号 奈良県高等学校
国語文化会

論文

その他 その他 （公） 徳島 県立
脇町高等学校

茅野克利 年間主題の追究と協働学習で
図る主体的思考の形成

年間主題「『フツー』って何だ」を設定し、学習
教材を通して、無自覚に学習者が判断基準と
しているものを問う授業実践。

2017/9/10 月刊国語教育研究
No５４５

日本国語教育学
会

授業実践

その他 その他 （公） 福岡 県立
筑紫中央高等学校

中神智文 言語感覚を国語標記から考え
る

印刷文字と手書きの違い、現代仮名遣いと表
記、公用文の表記、メール等での表記などの
観点で言語感覚を磨く必要性について。

2018/2/10 月間国語教育研究
No５５１

日本国語教育学
会

論文

その他 その他 （公） 福岡 県立
筑紫丘高等学校

青木雄志 古典学習における学習意識の
改善を目指した実践

ルーブリックを用いて単元終了時に自己評価
させることで、作品全体を通した理解を深め、
自身の課題を把握させた実践の報告。

2019/6/28 国語研究つくし野第４
２号

福岡県高等学校
国語部会福岡地
区

実践報告

その他 その他 （私） - 成蹊大学 平野多恵 アクティブラーニングで学ぶ日
本の古典

日本の定番教材を基に自己の経験や感覚と
照らし合わせ、本文に立ち返るＡＬ型学習を提
案した講演会。

2018/3/1 平成２９年度国語研
究第５５号

石川県高等学校
教育研究会国語
部会

講演会

【その他】

執筆者の所属
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